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北
海
道
商
工
連
盟

　
　
会  

長　

峰　

崎　

直　

樹

　

北
海
道
商
工
連
盟
が
設
立
さ
れ

て
本
年
で
ち
ょ
う
ど
50
周
年
に
な

る
。設
立
さ
れ
た
の
が
９
月
だ
っ
た

わ
け
で
、た
ま
た
ま
設
立
総
会
の
場

に
出
席
し
て
い
て
、創
設
者
吉
田
忠

三
郎
参
議
院
議
員
か
ら
「
労
農
提

携
」
か
ら
「
労
農
商
提
携
」
に
乗
り

出
し
、
商
工
連
盟
は「
よ
ろ
ず
相
談

所
」を
目
指
す
と
、
高
ら
か
に
宣
言

さ
れ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

　

会
場
に
は
中
小
企
業
関
係
者
が

３
０
０
名
前
後
集
ま
っ
て
い
た
と

記
憶
す
る
が
、正
確
性
を
欠
い
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
。

　

世
の
中
は
、
狂
乱
イ
ン
フ
レ
の
真

っ
最
中
で
、
そ
の
年
の
74
春
闘
で
は

３
万
円
を
超
す
賃
上
げ
を
勝
ち
取

り
、
労
働
運
動
も
勢
い
が
あ
っ
た

し
、74
年
の
参
議
院
選
挙
で
は
北
海

道
選
挙
区
で
定
員
４
の
と
こ
ろ
４

名
が
野
党
で
占
め
、
自
民
党
が
議

席
を
失
う
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂

げ
て
い
た
。そ
の
時
の
当
選
者
が
吉

田
忠
三
郎
氏
で
あ
り
、
も
う
一
人
が

次
の
会
長
と
な
る
対
馬
孝
且
氏
で

あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
歴
史
の
中
で
、機
関
紙

　

自
民
党
の
パ
ー
テ
ィ
ー
券
裏
金
問

題
は
、
対
象
者
数
が
異
常
に
多
い
う

え
金
額
が
億
円
単
位
を
超
え
る
深

刻
な
も
の
と
し
て
岸
田
政
権
を
襲
っ

て
い
る
。最
大
派
閥
で
あ
る
安
倍
派

の
裏
金
作
り
を
し
て
い
た
１
０
０

名
近
く
の
議
員
名
簿
と
金
額
が
公

表
さ
れ
て
い
る
。背
後
で
動
か
し
て

い
る
一
人
が
森
喜
朗
元
総
理
だ
と
い

う
。文
教
族
の
ド
ン
と
し
て
も
有
名

で
、
五
輪
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
利
権
を

手
に
し
、本
道
の
橋
本
聖
子
参
議
院

議
員
や
堀
井
学
衆
議
院
議
員
の
裏

金
が
突
出
し
て
い
る
こ
と
と
無
縁
で

は
あ
る
ま
い
。森
氏
は
安
倍
派
の
中

で
隠
然
た
る
影
響
力
を
発
揮
し
て

い
た
よ
う
で
、
安
倍
派
幹
部
へ
の
制

裁
発
動
に
待
っ
た
を
か
け
て
い
る
ら

し
い
。何
時
に
な
っ
た
ら
自
民
党
の

政
治
と
カ
ネ
の
問
題
が
解
決
で
き

る
の
か
、
政
権
交
代
が
一
番
の
近
道

だ
ろ
う
が
、野
党
側
の
力
量
不
足
が

指
摘
さ
れ
て
久
し
い
。で
も
、そ
れ
し

か
な
い
の
で
あ
り
、
次
の
総
選
挙
に

向
け
て
野
党
結
集
を
図
り
、
国
民
の

目
の
前
で
自
民
党
政
治
に
待
っ
た
を

か
け
て
ほ
し
い
も
の
だ
。（
峰
）

９
月
で
道
商
工
連
が
50
周
年
で
す

「
道
商
工
連
」が
誕
生
し
、
５
０
０

号
に
達
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。月
刊

紙
で
あ
り
、
道
商
工
連
盟
と
共
に

歩
ん
で
き
た
わ
け
で
、
こ
の
間
の
関

係
者
の
努
力
と
と
も
に
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
会
員
の
皆
さ
ま
方
に
厚

く
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
と
思

う
。

　

高
度
成
長
が
終
わ
り
、
80
年
代

の
バ
ブ
ル
と
そ
の
崩
壊
、
拓
銀
の
破

綻
と
と
も
に
金
融
危
機
に
直
面

し
、
長
い
デ
フ
レ
不
況
の
中
で
商
工

連
盟
の
歩
ん
で
き
た
苦
し
い
足
跡

凱 

風
（
夏
か
ら
秋
に
吹
く
南
風
）

が
い   

ふ
う

（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）
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道
商
工
連
が
毎
月
10
日
に
発

行
し
て
い
る
会
報
紙
『
道
商
工

連
』に
、
皆
さ
ま
が
製
作
し
た
チ

ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の

宣
伝
物
を
同
封
し
て
、
会
員
企

「
道
商
工
連
」に
同
封
し
て
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
無
料
配
布

業
の
皆
さ
ま
宛
て
に
無
料
で
配

送
し
ま
す
。

　

毎
月
、
月
末
ま
で（
12
月
は
20

日
ま
で
）
に
２
５
０
部
を
道
商

工
連
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

道
商
工
連
機
関
紙「
道
商
工
連
」が
５
０
０
号

お
知
ら
せ　

北
海
道
商
工
連
盟
・
同
協
同
組
合
の
事
務
所
の
就
業
時
間
が
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

始
業
は
午
前
９
時
半
、
終
業
は
午
後
４
時
半
、
１
日
１
時
間
の
短
縮
に
な
っ
て
い
ま
す
。



（２）

を
５
０
０
回
残
し
続
け
て
き
た
こ

と
も
一
つ
の
貴
重
な
歴
史
的
財
産
と

言
え
よ
う
。

　

今
は
、北
海
道
の
産
業
構
造
も
大

き
く
転
換
し
、石
炭
や
農
林
水
産
業

な
ど
か
ら
情
報
通
信
産
業
や
観
光

北
海
道
商
工
連
盟
協
同
組
合

　
理
事
長
　
勝
　
部
　
賢
　
志

　

本
紙
は
創
刊
５
０
０
号
を
迎
え

ま
し
た
。今
年
は
北
海
道
商
工
連

盟
設
立
50
年
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。

北
海
道
商
工
連
盟
が
設
立
さ
れ
た

の
は
１
９
７
４
年
９
月
。翌
75
年

に
北
海
道
商
工
連
盟
協
同
組
合
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

内
役
と
し
て
の
機
関
紙
「
道
商
工

連
」を
引
き
続
き
こ
よ
な
く
愛
し
て

い
た
だ
き
、
多
く
の
仲
間
の
皆
さ
ま

方
へ
と
広
げ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お

願
い
し
、５
０
０
号
記
念
の
言
葉
に

し
た
い
。

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

業
な
ど
が
主
力
を
占
め
て
き
て
お

り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
流
れ
の
な
か

で
ど
う
た
く
ま
し
く
生
き
抜
い
て

行
け
る
の
か
、
ま
さ
に
正
念
場
を
迎

え
て
い
る
。

　

ど
う
ぞ
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
案

創
刊
５
０
０
号「
道
商
工
連
」の
紙
面
と
日
本
経
済
50
年
の
変
遷

大
き
く
変
わ
っ
た
中
小
企
業
の
経
営
環
境

　

第
１
次
石
油
シ
ョ
ッ
ク
で
高
度

成
長
が
終
わ
り
を
迎
え
た
の
が
73

年
で
す
か
ら
、
厳
し
い
経
済
情
勢

を
相
互
扶
助
と
団
結
で
乗
り
越
え

て
い
こ
う
と
い
う
意
気
が
高
ま
る

中
で
の
結
成
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
、

結
集
さ
れ
た
先
輩
た
ち
の
熱
意
に

思
い
を
馳
せ
て
い
ま
す
。

　

以
来
半
世
紀
、
会
員
の
皆
さ
ま

の
お
支
え
と
、歴
代
の
役
員
職
員
の

方
々
の
弛
（
た
ゆ
）
ま
ぬ
努
力
に
よ

っ
て
、
親
睦
と
団
結
は
深
ま
り
、
会

員
間
の
取
引
も
活
発
に
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
。ま
た
役
員
や
顧
問
を

務
め
る
各
級
議
員
と
連
携
し
た
国

や
道
な
ど
へ
の
制
度
政
策
要
望
は
、

法
や
支
援
制
度
の
充
実
に
結
実
し

て
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
前
に
は
今
ま
た
新
た

な
課
題
が
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
ま

す
。円
安
と
価
格
高
騰
、長
時
間
労

働
の
解
消
、利
益
率
の
改
善
、雇
用

に
お
け
る
男
女
格
差
の
解
消
、
少

子
化
と
労
働
力
不
足
へ
の
対
応
、Ａ

Ｉ
技
術
の
活
用
な
ど
。多
岐
に
わ

た
る
よ
う
で
そ
れ
ぞ
れ
が
互
い
に

深
く
関
連
し
た
課
題
で
も
あ
り
ま

す
。５
０
０
号
、
50
年
を
機
に
設
立

当
初
の
よ
う
な
熱
意
を
も
っ
て
、会

員
の
皆
さ
ま
と
手
を
携
え
て
、こ
れ

ら
の
壁
を
乗
り
越
え
て
い
け
た
ら

と
願
っ
て
い
ま
す
。



３

戦
後
復
興
期
か
ら
高
度
成
長
へ

　

戦
後
の
日
本
経
済
は
、
軍
需
か

ら
民
需
へ
の
転
換
が
図
ら
れ
、
鉄

鋼
、
自
動
車
、
造
船
、
化
学
な
ど

重
厚
長
大
産
業
へ
の
優
先
的
な
資

源
の
傾
斜
配
分
と
１
９
５
０
年
か

ら
の
朝
鮮
特
需
や
52
年
の
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
締
結
に
よ

る
占
領
政
策
の
転
換
な
ど
に
よ
り
、

旧
財
閥
系
企
業
が
株
の
持
ち
合
い

で
再
結
集
し
て
復
興
が
図
ら
れ
る
。

同
時
に
、
石
炭
か
ら
石
油
へ
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
転
換
が
進
ん
だ
。

　

日
本
経
済
は
「
終
身
雇
用
」「
年

功
序
列
賃
金
」「
企
業
別
組
合
」で
、

男
性
の
正
社
員
が
一
家
を
支
え
る

と
い
う
日
本
型
雇
用
慣
行
の
も
と

で
驚
異
的
な
高
度
経
済
成
長
を
果

た
す
。
１
９
６
４
年
の
東
海
道
新

幹
線
開
業
と
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
、
１
９
６
８
年
に
は
Ｇ
Ｎ
Ｐ

（
国
民
総
生
産
。
１
９
９
４
年
か

ら
は
国
内
総
生
産
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
使

用
す
る
よ
う
に
な
る
）
が
米
国
に

皆様のご利用を

　　　　お待ちしています

1975年５月10日付の創刊号からほぼ月１回の発行

次
い
で
世
界
第
２
位
と
な
る
。

■
創
刊
号
（
１
９
７
５
年
５
月
10
日
）

高
度
成
長
か
ら
黄
金
期
へ

　

ニ
ク
ソ
ン
米
大
統
領
に
よ
る
１

９
７
１
年
の
ド
ル
と
金
の
交
換
停

止
発
表
（
ニ
ク
ソ
ン
シ
ョ
ッ
ク
）
に

よ
る
変
動
相
場
制
へ
の
移
行
や
、

１
９
７
３
年
の
第
一
次
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
、
日
本
経
済
の
高

度
成
長
は
終
わ
る
の
だ
が
、
安
定

成
長
は
続
き
、「
ジ
ャ
パ
ン　

ア
ズ

　

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
」
が
１
９
８
０

年
代
の
日
本
経
済
の
黄
金
期
を
象

徴
す
る
言
葉
に
な
っ
た
。

■
１
０
２
号
（
１
９
８
３
年
11
月
10
日
）

バ
ブ
ル
経
済
の
始
ま
り

　

し
か
し
、
１
９
８
５
年
の
「
プ

ラ
ザ
合
意
」
で
円
が
急
騰
し
、
日

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

1983年11月10日付の102号。それ以前の紙面
は創刊号しか残されていなかった



（4）

本
は
積
極
的
な
内
需
振
興
策
を
推

進
し
た
こ
と
で
「
カ
ネ
余
り
」
を

引
き
起
こ
し
、
カ
ネ
が
株
式
市
場

と
不
動
産
に
流
れ
込
み
、
バ
ブ
ル

経
済
を
生
み
出
し
た
。
日
本
経
済

は
絶
好
調
期
と
い
わ
れ
、
強
い
経

済
を
背
景
に
攻
め
の
企
業
再
編
や

合
併
が
行
わ
れ
、
民
間
活
力
の
導

入
を
合
言
葉
に
、
１
９
８
７
年
、

国
鉄
は
分
割
民
営
化
さ
れ
、Ｊ
Ｒ

６
社
と
Ｊ
Ｒ
貨
物
が
誕
生
。
電
電

公
社
や
郵
政
な
ど
巨
大
公
営
企
業

の
民
営
化
が
進
ん
で
い
く
。

■
２
０
０
号
（
１
９
９
２
年
１
月
10
日
）

バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊

　

し
か
し
、
１
９
９
０
年
３
月
27

日
、
大
蔵
省
よ
る
土
地
バ
ブ
ル
の

抑
制
策
で
あ
る
「
総
量
規
制
」
が

定
歩
合
の
急
激
な
引
き
上
げ
も

あ
っ
て
、
１
９
９
０
年
10
月
１
日

に
は
一
時
２
万
０
０
０
０
円
割
れ

と
、
わ
ず
か
９
カ
月
あ
ま
り
の
間

に
半
値
近
い
水
準
に
ま
で
暴
落
し

た
。
銀
行
の
不
良
債
権
増
大
で
貸

し
は
が
し
な
ど
が
社
会
問
題
に
な

り
、
１
９
９
７
年
に
は
北
海
道
拓

殖
銀
行
が
経
営
破
綻
し
、
関
連

倒
産
な
ど
で
北
海
道
経
済
は
深
刻

な
影
響
を
受
け
た
。

■
３
０
０
号
（
２
０
０
７
年
５
月
15
日
）

鳩
山
民
主
党
政
権
の
誕
生

　

バ
ブ
ル
崩
壊
に
よ
っ
て
経
営
危

機
に
見
舞
わ
れ
た
企
業
は
存
続
を

か
け
た
合
併
や
、
業
界
再
編
に
動

き
、
雇
用
の
場
で
は
大
量
の
リ
ス

ト
ラ
や
福
利
厚
生
の
削
減
が
実
施

さ
れ
、
日
本
型
雇
用
慣
行
が
崩
壊

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

通
達
さ
れ
、
日
銀
も
引
き
締
め
に

動
き
、
こ
れ
が
バ
ブ
ル
崩
壊
の
引

き
金
と
な
る
。
株
価
は
１
９
８
９

年
12
月
29
日
の
大
納
会
に
、
終
値

の
最
高
値
３
万
８
９
１
５
円
87
銭

を
つ
け
た
の
を
ピ
ー
ク
に
翌
１
９

９
０
年
１
月
か
ら
暴
落
に
転
じ
、

湾
岸
戦
争
と
原
油
価
格
高
騰
や
公

す
る
。
非
正
規
雇
用
の
増
加
に
よ

り
所
得
格
差
の
拡
大
が
社
会
問
題

と
な
り
、
２
０
０
０
年
を
迎
え
て

も
日
本
経
済
の
低
迷
が
続
き
「
失

わ
れ
た
20
年
」
と
語
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　

２
０
０
９
年
８
月
30
日
投
開
票

の
第
45
回
衆
議
院
選
挙
で
民
主
党

は
１
１
５
議
席
か
ら
３
０
８
議
席

に
躍
進
し
て
鳩
山
政
権
が
誕
生
し

た
。
官
僚
主
導
か
ら「
政
治
主
導
」

を
旗
印
に
、
公
開
の
場
で
事
業
仕

分
け
に
取
り
組
ん
で
話
題
と
な
っ

た
が
、
民
主
党
政
権
は
、
２
０
１

１
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
と
福

島
原
発
事
故
に
忙
殺
さ
れ
、
十
分

な
成
果
を
上
げ
ら
れ
な
い
ま
ま
２

０
１
２
年
12
月
の
総
選
挙
で
政
権

を
自
公
に
移
譲
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
し
か
し
、
２
０
１
２
年
の
円

相
場
は
１
ド
ル
79
・
８
円
と
い
う

円
高
な
が
ら
、
経
済
成
長
率
（
Ｇ

Ｄ
Ｐ
対
前
年
度
比
）
は
、
そ
の
後

の
安
部
政
権
下
よ
り
は
る
か
に
高

い
２
・
４
％
を
実
現
し
て
い
た
。

■
４
０
０
号
（
２
０
１
５
年
９
月
10
日
）

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
円
安
・
株
高

　

２
０
１
２
年
12
月
16
日
投
開
票

の
総
選
挙
で
第
二
次
安
倍
政
権
が

誕
生
し
、
経
済
政
策
「
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
」
に
よ
る
国
債
の
大
量
発
行

に
よ
る
円
安
・
株
高
誘
導
が
始
ま

る
。
輸
出
企
業
は
好
況
だ
っ
た
が
、

円
安
に
よ
る
輸
入
原
材
料
の
高
騰

が
中
小
企
業
の
経
営
を
圧
迫
し
、

そ
の
後
の
経
済
成
長
率
は
０
・
５
％

1992年1月10日付の200号ではバブル経済破綻を契
機に政治の流れを変えようと呼び掛けている

2007年5月15日付の300号では定期総会を前に
道ブロック協議会の設立などを呼び掛けている

2015年9月10日付の400号ではマイナンバー制度の
開始に向けた準備の注意点などを特集記事で解説



５

を
し
ば
し
ば
下
回
る
な
ど
低
迷
し
、

積
み
重
な
る
借
金
財
政
は
日
本
経

済
の
重
い
足
か
せ
と
な
っ
て
い
っ
た
。

国
に
よ
る
大
学
や
研
究
機
関
の
予

算
削
減
で
研
究
者
の
雇
用
が
不
安

定
化
し
、
研
究
者
の
海
外
流
出
を

招
き
、
企
業
で
は
長
く
研
究
開
発

費
の
削
減
が
続
き
、
先
端
技
術
分

野
で
世
界
に
遅
れ
を
と
り
国
際
競

争
力
を
落
と
し
た
。

■
５
０
０
号
（
２
０
２
４
年
２
月
10
日
）

人
口
減
少
へ
は
高
価
値
生
産
型
で

　

２
０
２
０
年
代
は
、
世
界
的
に

コ
ロ
ナ
禍
が
経
済
の
著
し
い
停
滞

を
生
み
、
国
内
は
２
０
２
３
年
５

月
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
「
第
５
類
移
行
」
に
よ
っ

て
社
会
・
経
済
活
動
が
再
開
す
る

が
、
少
子
化
が
も
た
ら
し
た
生
産

年
齢
人
口
（
15
歳
〜
65
歳
）
の
減

少
で
、
多
く
の
職
種
で
深
刻
な
人

手
不
足
が
発
生
し
て
い
る
。

　

人
口
減
少
は
今
後
も
続
き
、
国

立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究

日
本
の
国
力
が
落
ち
て
い
る
①

一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
順
位
が
低
下

　

国
際
社
会
で
日
本
の
国
力
が
衰

退
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。一

人
当
た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
順
位
が
２

０
２
０
年
で
24
位
で
金
額
は
４
万

０
１
９
３
ド
ル
。ち
な
み
に
米
国

は
６
万
３
４
１
３
ド
ル
だ
か
ら
日

本
は
63
・
３
％
に
し
か
な
ら
な
い
。

ユ
ー
ロ
圏
の
平
均
値
は
３
万
７
９

６
８
ド
ル
だ
か
ら
、
日
本
と
大
差

は
な
い
が
、
韓
国
や
台
湾
が
経
済

成
長
を
遂
げ
て
順
調
に
上
昇
し
て

い
る
の
で
、
こ
の
ま
ま
で
は
追
い
抜

か
さ
れ
そ
う
だ
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
主
要
国
は
ほ
と

ん
ど
日
本
よ
り
上
位
で
、
イ
ギ
リ

ス
は
日
本
と
同
じ
く
ら
い
。下
位
は

旧
社
会
主
義
国
と
フ
ラ
ン
ス
と
南

欧
の
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
、ギ
リ
シ
ャ
だ
け
だ
。

　

問
題
は
、
日
本
は
90
年
代
は
米

　

英
国
の
教
育
調
査
機
関
に
よ
る

２
０
２
１
年
の
調
査
で
、
世
界
の

有
名
大
学
２
０
０
校
に
入
っ
て
い

国
よ
り
上
だ
っ
た
の
に
、２
０
０
０

年
ご
ろ
か
ら
急
激
に
低
下
し
て
い

る
こ
と
だ
。

　

米
国
を
は
じ
め
世
界
の
国
々
が

経
済
成
長
を
し
て
い
る
の
に
、日
本

は
円
安
と
低
成
長
が
ず
う
っ
と
続

き
、
差
が
ど
ん
ど
ん
つ
い
て
追
い
越

さ
れ
て
い
る
。日
本
の
経
済
人
は
何

か
を
間
違
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

所
が
公
表
し
た
「
日
本
の
将
来
推

計
人
口
」
に
よ
る
と
、
２
０
５
０

年
に
は
生
産
年
齢
人
口
は
約
５
２

７
５
万
人
（
２
０
２
１
年
か
ら

29
・
２
％
減
）
に
減
少
す
る
と
見

込
ま
れ
て
い
る
。
日
本
の
、
こ
れ

か
ら
の
製
造
業
は
、
低
賃
金
労
働

を
前
提
に
し
た
薄
利
多
売
型
か
ら

欧
米
諸
国
の
よ
う
に
高
価
値
商
品

の
生
産
型
に
転
換
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

日本の労働生産性が過去最低
OECD 加盟国で 30位

　

日
本
生
産
性
本
部
が
ま
と
め
た
２
０
２
２
年
の
労

働
生
産
性
の
国
際
ラ
ン
キ
ン
グ
に
よ
る
と
、
日
本
は
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
38
カ
国
中
30
位
で
、
比
較
可
能
な
１

９
７
０
年
以
降
で
最
低
だ
っ
た
。日
本
は
長
年
、
20
位

前
後
が
定
位
置
だ
っ
た
が
、４
年
連
続
で
順
位
を
落
と

し
、
先
進
７
カ
国
（
Ｇ
７
）で
最
下
位
に
な
っ
て
い
る
。

読
売
新
聞
が
伝
え
た
。

日
本
の
国
力
が
落
ち
て
い
る
②

大
学
の
教
育
・
研
究
予
算
が
減
っ
て
い
る

る
日
本
の
大
学
は
東
大
と
京
大
の

２
校
だ
け
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
主
な
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国

の
教
育
機
関
へ
の
公
的
支
出
割
合

は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
５
・
５
％
が
ト

ッ
プ
で
、
カ
ナ
ダ
・
フ
ラ
ン
ス
・
米

国
・
英
国
が
４
％
台
で
、Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
平
均
は
４
・
１
％
。こ
れ
に
対

し
日
本
は
２
・
９
％
で
、
韓
国
の

３
・
６
％
に
比
べ
て
も
低
す
ぎ
る

結
果
だ
っ
た
。

　

日
本
の
公
的
教
育
支
出
は
第
２

次
安
倍
政
権
成
立
前
の
２
０
１
２

年
度
文
科
省
予
算
で
５
兆
６
３
７

７
億
円
、
防
衛
予
算
が
４
兆
７
１

３
８
億
円
だ
っ
た
が
、
９
年
後
の

２
１
年
度
に
は
、
教
育
予
算
５
兆

２
９
８
０
億
円
で
、
12
年
度
比
６

％
減
少
し
た
の
に
対
し
、
防
衛
予

算
は
５
兆
３
４
２
２
億
円
で
同

13
・
３
％
増
加
だ
っ
た
。

　

大
学
や
研
究
機
関
の
予
算
が
減

ら
さ
れ
、
研
究
者
の
雇
用
が
不
安

定
で
頭
脳
の
海
外
流
出
が
問
題
に

な
っ
て
い
る
が
、
い
ま
に
も
増
し
て

将
来
の
国
力
低
下
の
懸
念
が
教
育

関
係
者
の
中
か
ら
あ
が
っ
て
い
る
。

1 時間あたりの労働生産性
（日本生産性本部調べ）

順位　　　　国　　　　  労働生産性

 1 アイスランド 151.1
 2 ノルウェー 149.9
 9 米国 89.8
 11 ドイツ 87.2
 13 フランス 83.9

 29 ポルトガル 52.6
 30 日本 52.3
 31 スロバキア 51.7
 38 コロンビア 19.8

（ドル）

OECD平均（65.2）

＊表は読売新聞をもとに作成。



（６）

留
守
電
に「
ア
ー
」だ
け
の
声

た
ぶ
ん
父

ト
ラ
ン
プ
と
バ
イ
デ
ン
以
外

お
ら
ん
の
か
？

男
子
ほ
ど
女
子
サ
ッ
カ
ー
は

痛
が
ら
ぬ

い
つ
か
世
に
出
た
い
と
思
う

ラ
ム
ネ
玉

恐
竜
は
火
を
吐
く
も
の
と
思

っ
て
た

国
連
の
よ
う
に
無
力
な
父
で

あ
る

天
国
に
行
っ
た
ら
夫
い
な
か

っ
た

酒
グ
セ
は
酒
の
種
類
に
無
関

係暇
な
の
で
ロ
ー
ル
キ
ャ
ベ
ツ
の

帯
を
解
く

に
ほ
ん
語
の
「
お
っ
ぱ
い
」
に

あ
る
あ
た
た
か
さ

あ
の
空
に
車
は
飛
ん
で
欲
し

く
な
い

月
面
に
広
告
出
た
ら
す
ご
く

イ
ヤ

迷
っ
た
ら
や
っ
ち
ゃ
え
の
妻
や

め
る
俺（

毎
日
新
聞「
仲
畑
流
万
能
川
柳
」よ
り
）

　

道
と
北
海
道
経
済
連
合
会
（
道

経
連
）、連
合
北
海
道
な
ど
が
２
月

７
日
、
札
幌
市
内
で
道
内
版
政
労

使
会
議
を
開
き
、
春
闘
で
の
大
幅

な
賃
上
げ
に
向
け
た
共
同
宣
言
を

12
団
体
連
名
で
採
択
し
た
。中
小

企
業
の
労
務
費
の
価
格
転
嫁
を
柱

に
据
え
た
の
が
特
徴
で
、賃
上
げ
だ

け
を
テ
ー
マ
に
し
た
政
労
使
会
議

の
開
催
は
初
め
て
。

　

鈴
木
直
道
知
事
、
秋
元
克
広
札

幌
市
長
、道
経
連
の
藤
井
裕
会
長
、

北
海
道
商
工
会
議
所
連
合
会
岩
田

圭
剛
会
頭
、
連
合
北
海
道
須
間
等

会
長
、
厚
生
労
働
省
宮
崎
政
久
副

大
臣
ら
が
出
席
し
た
。

　

共
同
宣
言
は
、
人
件
費
の
適
切

な
転
嫁
に
関
す
る
国
の
指
針
の
順

守
や
発
注
者
と
受
注
者
の
積
極
的

な
価
格
協
議
な
ど
５
項
目
に
連
携

し
て
取
り
組
む
と
明
記
し
た
。

　

北
海
道
の
働
き
手
の
８
割
超
を

雇
用
す
る
中
小
企
業
は
、
大
手
に

比
べ
て
賃
上
げ
の
原
資
が
限
ら
れ

る
。コ
ス
ト
上
昇
分
の
価
格
転
嫁
と

業
績
改
善
に
向
け
た
環
境
づ
く
り

が
必
要
だ
。昨
年
は
、
全
国
で
大
企

業
が
平
均
３
・
99
％
、
中
小
企
業

も
３
・
00
％
の
賃
上
げ
を
実
施
し

た
が
、
物
価
変
動
を
考
慮
し
た
実

質
賃
金
が
前
年
比
２
・
５
％
減
少

で
、
物
価
上
昇
に
追
い
つ
い
て
い
な

い
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

本
年
の
賃
上
げ
に
つ
い
て
７
％

を
表
明
す
る
大
手
企
業
も
あ
っ
て
、

春
闘
は
２
月
か
ら
本
格
化
す
る
。

北
海
道
新
聞
社
が
実
施
し
た
昨
年

10
〜
12
月
期
の
経
済
動
向
調
査
で

は
、
働
き
手
不
足
を
示
す
従
業
員

指
数
が
マ
イ
ナ
ス
50
で
、
バ
ブ
ル
期

以
来
33
年
ぶ
り
の
強
い
不
足
感
が

示
さ
れ
て
い
る
。

　

持
続
的
な
賃
上
げ
に
は
業
績
の

改
善
も
欠
か
せ
な
い
し
、
賃
上
げ
で

優
秀
な
人
材
を
確
保
で
き
る
企
業

と
、
で
き
ず
に
人
材
が
離
れ
て
い
く

企
業
に
分
か
れ
る
二
極
化
を
懸
念

す
る
声
も
あ
る
。

　

春
闘
は
３
月
中
旬
に
回
答
が
集

中
す
る
見
通
し
だ
。

賃
上
げ
で
初
の
道
内
版
政
労
使
会
議

春
闘
へ
政
労
使
が
共
同
宣
言


